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株式会社チャーム・ケア・コーポレーション

第３回慢性便秘エコー研究会において
優秀賞受賞

2023年10月28日 第3回慢性便秘エコー研究会（共同幹事：松島誠先生 須釜淳子先生）に
おいて、当社が運営する介護付有料老人ホーム「チャームスイート向日町」の看護師 市橋 沙
織による「高齢者施設での排便ケアにおけるポータブルエコーの活用と効果について」の症例
発表を行い、優秀賞に選出されました。
workshop_echo03_poster.pdf (constipation-studygroup.com)

事例概要：AIガイド機能付きワイヤレス・ポータブルエコーを活用し、ご入居者様の便秘・
失便を改善し、QOLの向上につながった。

－導入前－ －導入後－

ご入居者様

腹部の張りや腸蠕動音の聴取にて下

剤を投与、水様便の便失禁を繰り返

す（腹痛/失便で気持ちが悪い/臭い

の問題/本人の価値低下）

介護スタッフ

排泄ケアの負担大（後始末に30分）

介護拒否やそれによる「叩かれる」

などの身体的・精神的負担

ご入居者様

不快な腹痛なし

便の漏れ等の心配がなくなる

⇒QOL(Quority Of Life)の向上

介護スタッフ

介護時間の減少、心身の負担軽減

⇒離職率の低下につながる

⇒ご入居者様との関わりの

時間増加につながる
定期的なエコーの実施により、

便の位置が可視化され適時適切な

処置（座薬使用による排便等）が

可能となる

←便が直腸ま

で下りているこ

とが確認でき

る

優秀賞受賞した 市橋 沙織（中央） 慢性便秘エコー研究会当日の様子

当社は引き続きDX化を推進し、ご入居者様のQOL※向上に貢献するため引き続き取り組みを
推進してまいります。
※QOL（Quality Of Life）＝ 生活の質。人間らしい生活や自分らしい生活を送り、人生に幸福を見出しているか、
ということを尺度としてとらえる概念。

http://constipation-studygroup.com/pdf/workshop_echo03_poster.pdf


【本リリースに関するお問い合わせ先】

《株式会社チャーム・ケア・コーポレーション》

  TEL：06-6445-3401 FAX：06-6445-3398

  担当：教育研修部 大野

■ 会社概要

名 称：

所 在 地：

代 表 者：

事業内容：

株式会社 チャーム・ケア・コーポレーション

大阪市北区中之島3丁目6番32号 ダイビル本館19階

代表取締役会長 兼 社長 下村 隆彦

「介護付有料老人ホーム」及び「住宅型有料老人ホーム」の運営ほか
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